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2稲敷市議会だより　第27号

　平成２３年第４回稲敷市議会定例会が１２月６日から１６日までの１１日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、条例の制定 ･改正
案２件、各会計の補正予算案６件等を含め合計１１案件でした。
　開会日には、議会選出監査委員の辞職に伴って新監査委員が選出されま
した。
　最終日には、市長からの追加議案1件のほか、議員発議として「入札情
報漏えい問題調査特別委員会への地方自治法第100条調査権の委任を求
める発議」が上程されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

１２月　６日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける。（１１案件）
人事案件（議案第８９号 監査委員の選任）について、即日、討論、
表決を行う。
（１２月７日は議案調査のため休会）

１２月　８日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
１２月　９日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】

審査のため各常任委員会へ議案１０件を付託する。
１２月１２日（月）
１２月１３日（火）
１２月１４日（水）

　常任委員会による付託議案審査
【産業建設常任委員会】
【市民福祉常任委員会】
【総務教育常任委員会】

（議事整理のため、１２月１５日は休会）
１２月１６日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案１０件及び請願１件に対して討論、表決を行う。
追加議案が提出される。【議案第９０号、発議第７号】
追加議案に対し質疑、討論、表決を行う。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第79号
稲敷市えどさき笑遊館の設置及び

管理に関する条例の制定について

えどさき笑遊館増改築工事がH24年 3月

に竣工するため、公共施設として必要な

事項を定めるもの

産業建設 原案可決

議案第80号
稲敷市公共施設の暴力団等排除に

関する条例の一部改正について

暴力団等の利用を制限する公共施設に「え

どさき笑遊館」を加え、警察署との連携

に関する条文等を新たに追加するもの

総務教育 原案可決

議案第81号
平成 23年度稲敷市一般会計補正

予算（第 4号）
予算総額を　236億 4815万円とする 各常任委員会 原案可決

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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平成平成２２３年 第４回 ３年 第４回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

特別委員会に１００条調査権特別委員会に１００条調査権
委任を求める決議を可決！委任を求める決議を可決！

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第82号
平成 23年度稲敷市国民健康保険

特別会計補正予算（第2号）
予算総額を　58億 9087万 2千円とする 市民福祉 原案可決

議案第83号
平成 23年度稲敷市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第 4号）
予算総額を　8億 7279万 4千円とする 産業建設 原案可決

議案第84号
平成 23年度稲敷市公共下水道事

業特別会計補正予算（第 4号）
予算総額を　27億 9976万 2千円とする 産業建設 原案可決

議案第85号
平成 23年度稲敷市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第1号）
予算総額を　8億 3516万 5千円とする 市民福祉 原案可決

議案第86号
平成 23年度稲敷市水道事業会計

補正予算（第3号）

資本的支出総額を　8億 3132万 1千円と

する
産業建設 原案可決

議案第87号 市道路線の認定について
市道 江戸崎1450号線、ほか 4路線を認

定するもの
産業建設 原案可決

議案第88号 市道路線の廃止について

市道 江戸崎 3320 号線、桜川1248 号線

について市道の機能が喪失しているため

廃止するもの

産業建設 原案可決

議案第89号 監査委員の選任について 伊佐部　堀 口 正 良  氏を選任 ― 原案同意

議案第90号 財産の交換について

筑波東部工業団地内に民間事業者が所有

する土地と、市が所有する土地を交換す

るもの

民間事業者所有土地面積：4,928.45㎡

市所有土地面積：4,613㎡

― 原案可決

発議第 7 号

入札情報漏えい問題調査特別委員

会への地方自治法第100条調査権

委任に関する決議

提出者　高野 貴世志（特別委員会委員長）

賛成者　６名
― 原案可決
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受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

請願第７号

（H23.8.23）

教育予算の拡充を求める

請願

水戸市笠原町 978-46

茨城教育会館２階

茨城県教職員組合

髙　野　冨二男　　他 133 名

総務教育 不 採 択

討

論

発
議
第
７
号
：
入
札
情
報
漏
え
い
問
題
調
査
特
別
委

員
会
へ
の
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条

調
査
権
委
任
に
関
す
る
決
議

■
反
対
討
論

　
　
　
　
　
　

柳
町
政
広　

　

現
在
、
第
三
者
委
員
会
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
考
え
る
こ
と

も
一
つ
の
手
で
は
な
い
の
か
。
告
発
と
い
う
こ
と
も
あ
る
１
０
０
条
調
査
ま
で
す
る
こ
と
は
ど
う

な
の
か
。
ま
た
、
も
う
少
し
大
勢
の
委
員
数
で
の
調
査
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
本
件
に
反

対
す
る
。

■
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　

根
本
光
治　

　

本
調
査
事
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
は
漏
え
い
が
あ
っ
た
と
思
う
。
副
市
長
は
契
約
審
査
会
前
に

指
名
業
者
名
が
わ
か
る
こ
と
は
偶
然
に
は
あ
り
得
な
い
。
市
内
業
者
か
ら
は
事
前
に
指
名
業
者
名

を
聞
い
て
い
た
。
等
の
発
言
が
あ
り
、
実
際
に
情
報
ど
お
り
の
指
名
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
変
更
し

た
業
者
名
を
翌
日
に
は
知
っ
て
い
る
業
者
が
い
た
こ
と
。
第
三
者
委
員
会
に
は
調
査
権
が
な
い
こ

と
か
ら
、
１
０
０
条
調
査
と
す
る
本
件
に
賛
成
す
る
。



5 稲敷市議会だより　第27号

人事院勧告に準じて給与表を改定！

臨 時 会 報 告

平成23年 第２回
稲敷市議会臨時会

　平成２３年第２回稲敷市議会臨時会が１１月２８日に開かれました。
　本臨時会に提出された議案は、市長からの条例改正案 1件のみであ
り、市長からの提案理由説明ののち、ただちに審議しました。
　議決の結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

人事院勧告に準じて給与表を改定！

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

１１月２８日（月）開会
市長の提案理由説明を受ける。（１案件）
提出議案に対し質疑、討論、表決
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第78号
稲敷市職員の給与に関する条例等

の一部改正について

国の人事院勧告に準じ、市の一般職員の給

与引き下げに係る条例の改正

民間の給与水準を上回っている40、50歳

台を中心に改定を行い、また期末手当か

らも格差相当分を減額するもの。

― 原案可決



木 内 義 延
議　員

第
４
回
定
例
会
に
は
、
11
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

東
日
本
大
震
災
に

よ
る
農
地
・
用
排

水
機
場
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

等
の
被
害
は
甚
大
で
、
市

内
の
作
付
け
不
能
農
地
は

当
初
５
４
０
ha
と
さ
れ
た

が
、
関
係
機
関
の
努
力
に

よ
り
そ
の
後
３
６
０
ha
ま

で
減
少
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
復
旧
は
、
入
札

不
調
や
資
材
の
入
手
困
難

な
ど
か
ら
大
変
遅
れ
て
い

る
と
聞
く
。

　

作
付
け
不
能
の
状
態
が

2
年
も
続
く
と
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
と
相
ま
っ

て
離
農
者
が
出
て
く
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
工
事

木
内

が
遅
れ
た
場
合
に
は
、
該

当
地
域
の
希
望
者
へ
優
先

的
に
飼
料
稲
・
飼
料
米
の

配
分
を
行
う
等
の
方
策
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　

市
長
は
、
相
当
な
覚
悟

を
持
っ
て
復
旧
復
興
に
当

た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
立
場

に
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の

覚
悟
と
農
地
復
旧
工
事
の

進
捗
状
況
、
24
年
度
作
付

時
期
ま
で
の
工
事
完
了
の

実
現
性
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
万
一
、
復
旧
が
遅

れ
た
場
合
の
対
策
等
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

早
急
な
農
地
の
復
旧
実
現
を
望
む

田
口
市
長 

来
年
度
作
付
け
に
最
大
限
に
努
力
す
る

農
地
及
び
農
業
用

施
設
の
災
害
復
旧

は
、
本
来
、
土
地
改
良
区

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
べ
き
で
す
が
、
市
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
・
県
・
土
地
改
良
区

や
関
係
機
関
及
び
耕
作
者

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が

ら
、
作
付
け
に
必
要
な
箇

所
を
優
先
的
に
工
事
し
て
、

来
年
度
の
作
付
け
が
で
き

る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
万
が
一
の
場
合
に

は
、
提
案
の
あ
っ
た
飼
料

市
長

用
稲
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
の
農
業
関
連

災
害
復
旧
工
事
の

発
注
予
定
件
数
は
71
件
。

う
ち
11
月
末
現
在
で
は
13

件
、
約
20
％
を
発
注
し
て

い
ま
す
。
６
月
か
ら
９
月

ま
で
は
国
の
災
害
査
定
を

受
け
、
実
施
設
計
書
の
完

成
を
待
ち
な
が
ら
工
事
発

注
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
な
復
旧
工
事
の

遅
れ
は
否
め
ま
せ
ん
が
、

迅
速
な
工
事
発
注
と
施
工

管
理
に
努
め
ま
す
。

部
長
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市
政
を
問
う

AEDの配置活用を問う
保健福祉部長  設置台数、講習会を検討したい

心肺停止者の救命率向上には素早い救命措置が不可
欠であり、ＡＥＤの活用は現場でできる応急手当の

一つですが、公共施設や学校等への設置は進んでいるものの、
まだ不足しており、どこに設置されているのか知らない人も
多い。非常口案内板のようなマークの設置やインターネット、
携帯電話からも設置情報が確認できるシステムの導入が有効
だと思う。

全国では病院以外で約２万人が突然の心肺停止で亡くなっており、救命にはＡＥＤに

よる措置は有効な手段です。

　市では平成 18 年度から各庁舎や学校・公共施設等に設置を進め、３か所のショッピング

センターを含めて 42 カ所に設置済であり、他に貸出用３台が江戸崎福祉センターに用意さ

れています。また、市内事業所でも 19カ所で設置されています。

　今後は、設置済施設等でも階数や形状、広さに応じて複数のＡＥＤ設置が必要と思われま

すので、スタンドやコンビニ等への設置協力とあわせて検討したいと思います。

　操作講習についても、既に 315 名の職員が受講済ですが、受講後３年程度での再講習や、

一般市民の方対象の講習も考えています。

岡沢

岡 沢 亮 一
議　員

部長

　また夜間や休日に利用できない公共施設だけでなく、コンビニ、ファミレス、ガソリンス
タンド等への設置が進めば救命率が向上するのではないか。市でも企業と協力し、設置状況
の情報共有化や設置台数・操作講習受講者数のナンバーワンを目指して、近隣市町村をリー
ドしていくべきと思うが、配置推進や活用の取り組みを伺いたい。
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一
般
質
問

11
月
の
臨
時
議
会
冒
頭
で
、
職
員
の
飲
酒
運
転
の
報
告
を
受

け
た
が
２
度
目
の
不
祥
事
で
あ
り
、
市
長
・
副
市
長
が
自
ら

を
律
し
、
そ
し
り
を
免
れ
な
い
と
い
う
思
い
で
い
る
姿
勢
を
、
職
員

へ
の
意
識
付
け
と
し
て
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

　

処
分
に
つ
い
て
は
、
職
員
分
限
懲
戒
等
審
査
委
員
会
規
定
に
よ
る

と
さ
れ
て
い
た
が
、
職
員
の
交
通
事
故
等
に
か
か
る
懲
戒
処
分
等
の

基
準
に
照
ら
せ
ば
、
審
査
委
員
会
に
係
わ
ら
ず
懲
戒
で
は
な
い
の
か
。

教
育
委
員
会
や
議
会
、
農
業
委
員
会
の
職
員
も
市
長
部
局
か
ら
の
出

向
な
の
だ
か
ら
、
職
務
を
解
い
て
市
長
部
局
で
審
査
対
象
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

飲
酒
運
転
と
い
う
不
祥
事
が
２
回
も
続
い
た
こ
と
に
対
し
、

市
長
と
共
に
重
大
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
、
本
人
の
処
分

が
確
定
次
第
、
市
長
と
と
も
に
、
副
市
長
の
給
料
を
減
額
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

職
員
分
限
懲
戒
等
審
査
委
員
会
は
、
権
限
を
有
す
る
任
命
権
者
が

職
員
の
分
限
、
懲
戒
等
処
分
の
公
正
と
統
一
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
合
併
後
は
４
案
件
に
つ
い
て
延
べ
７
回
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
上
は
任
命
権
者
が
処
分
す
る
こ
と
が
決
ま
り
で
あ
り
、
違
反

を
し
た
場
合
に
は
ど
う
い
う
処
分
を
受
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
職

員
に
対
し
て
明
確
に
周
知
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
。

堀
口 職

員
の
監
督
責
任
の
所
在
は

坂
本
副
市
長 
重
大
な
責
任
を
痛
感
し
て
い
る

就任から２年間を経て、副市長は市
政にどう関わっていくのか。これま

での自己評価は何点になると考えるのか。
　本来、副市長は職員の綱紀粛正の先頭に
立ち職員にインセンティブを与え、議会と
の交渉の先兵となるなど大事な部分で存在
を示すような副市長であってほしい。

副市長制は、市長を支えるマネ

ジメント機能の強化を図る趣旨

で導入されたものであり、災害からの早期

復興、暮らし易いまちづくり、幅広い地域

との連携ある産業振興や交流人口拡大を図

り、市を活性化していくことが必要と考え

ています。

　自己評価は 30 点くらいとの声もありま

すが、今後、皆様方が採点して下さるもの

と思います。目前の課題に向かって必死に

仕事をしたいと思います。

副市長の評価と抱負を問う
坂本副市長  目前の課題に必死に取り組みたい

堀口

江戸崎庁舎

副
市
長

副市長

堀 口 正 良
議　員



大湖 金四郎
議　員

9 稲敷市議会だより　第27号

市
政
を
問
う

運行を開始した路線バス

一日も早い小型巡回バス運行の実現を
田口市長  来年度運行を目指す

路線バスのなかった桜川方面を中心に 10月から路線バス運行が開始されると共に、
以前から要望していた小型巡回バスの運行を何とかしてほしいとの声が大変多く

なった。
　江戸崎・荒川沖線や君賀地区を運行していたバス路線が廃止となり、東京方面への通勤・
通学に負担がかかっている。巡回バスを上手に活用し、現行バス路線へ接続する方法や病院・
各団体等の運行するバス等と連携を図るなども検討し、一日も早い実現を望む。今後の計画
を伺いたい。

市内バス路線の再構築を図り、市内と鉄道駅とを結ぶ基幹

交通網との連結整備や新規路線整備に着手し、10 月 17 日

から運行を開始しました。

　小型巡回バスについては、人口集積の高い地域で来年度からの運

行に向けて、路線や乗降場所等の具体的運行システムの構築を検

討中です。今後は、

生活地域周辺に入

り込む支線ルート

や地域を巡回する

交通網を整備して

いく予定です。

大湖

市長

市
道
江
戸
崎
３
０

０
１
号
線
の
沼
里

小
学
校
か
ら
稲
敷
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
途
中
区
間
に

歩
道
が
な
く
、
道
路
幅
も

狭
い
為
、
歩
行
者
や
学
生

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。

　

市
の
現
状
把
握
の
状
況

と
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
た

い
。

大
湖

歩
道
整
備
計
画
は

田
口
市
長 

早
急
に
整
備
を
進
め
た
い

市
長
当
該
市
道
は
、
蒲

ケ
山
地
先
の
広
域

農
道
交
差
点
か
ら
西
町
地

先
の
県
道
稲
敷
・
阿
見
線

交
差
点
ま
で
の
３
・
８
㎞

で
、
圏
央
道
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
近
接
し
沼
里

小
学
校
が
立
地
す
る
な
ど

の
重
要
路
線
で
す
。

　

広
域
農
道
か
ら
沼
里
小

付
近
の
区
間
と
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
か
ら

県
道
交
差
点
ま
で
は
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

残
り
約
７
０
０
ｍ
は
未
整

備
の
状
況
で
あ
り
、
道
路

拡
幅
に
よ
り
路
側
帯
を
確

保
し
て
、
自
転
車
の
通
行

に
配
慮
す
る
等
の
方
法
も

含
め
て
早
急
に
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
で

甚
大
な
被
害
を
受

け
た
、
市
南
東
部
の
利
根

川
流
域
を
中
心
に
本
格
復

旧
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

国
の
査
定
に
よ
る
工
事
は

現
状
復
旧
を
原
則
と
し
、

地
中
の
状
況
や
地
形
等
か

ら
困
難
を
極
め
る
区
域
も

あ
る
。
国
・
県
と
の
連
携

を
密
に
し
て
工
法
等
を
工

夫
し
、
一
日
も
早
い
本
格

復
旧
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

万
が
一
、
工
期
に
遅
れ
が

生
じ
る
場
合
に
は
受
益
者

に
早
め
の
情
報
開
示
を
求

め
た
い
。

　

ま
た
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
の
が
住
宅
の
復
旧
で

あ
り
、
当
分
の
間
は
屋
根

瓦
等
の
瓦
れ
き
処
理
は
随

時
受
入
れ
が
可
能
な
態
勢

を
と
っ
て
ほ
し
い
。
下
妻

根
本

市
で
は
瓦
れ
き
チ
ッ
プ
の

無
料
配
布
も
試
み
て
お
り
、

当
市
で
も
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

　

更
に
被
災
し
た
独
居
老

人
等
の
生
活
弱
者
家
庭
の

支
援
策
に
つ
い
て
も
、
困

り
ご
と
引
き
受
け
隊
の
よ

う
な
組
織
作
り
に
よ
り
、

物
心
両
面
か
ら
の
ケ
ア
に

取
組
ん
で
は
ど
う
か
。
市

の
震
災
復
旧
対
応
に
対
す

る
考
え
を
伺
い
た
い
。

震
災
復
旧
対
応
を
問
う

田
口
市
長 
瓦
れ
き
受
入
れ
は
４
月
に
再
開市

長
被
災
し
た
下
水
道

の
約
13
㎞
の
内

23
％
が
完
全
復
旧
し
、
年

度
末
ま
で
の
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
農
地
及
び

農
業
用
施
設
は
早
急
な
工

事
発
注
と
適
切
な
施
工
管

理
に
努
め
て
お
り
、
来
年

作
付
け
が
で
き
な
い
こ
と

は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

瓦
れ
き
の
受
入
れ
は
広

報
等
で
周
知
の
と
お
り
、

緊
急
措
置
と
し
て
の
対
応

の
た
め
１
月
末
日
で
終
了

し
ま
す
が
、
市
民
の
要
望

や
意
見
を
伺
い
来
年
度
４

月
以
降
、
収
集
箇
所
を
含

め
て
早
期
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

独
居
老
人
家
庭
に
対
し

て
は
被
災
に
限
ら
ず
、
給

根 本　 保
議　員

食
サ
ー
ビ
ス
や
飲
料
配
布

等
の
安
否
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
話
し
相

手
や
見
守
り
等
、
ふ
れ
合

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
た
体
制
に
よ
り
、
災
害

時
の
情
報
共
有
や
迅
速
な

対
応
支
援
を
整
備
中
で
す
。
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市
政
を
問
う

松 戸 千 秋
議　員

ごみ減量化への取り組みは
田口市長  関係機関と協議を

環境型社会形成推進の取り組みの中で、ごみ減量化は最も身近な関心事であり、平成
25年度からは新たなごみの分別が実施される。当市のごみ分別状況はワースト１で

あり、美浦村と併せて年間１万９千ｔの可燃ゴミが排出され、約 7千ｔもの水分を燃やして
いる。1人当たりのごみ排出量、処理経費、減量目標等を伺いたい。
　現在のごみ袋は使いづらく、不燃ごみ回収もごみステーションへのコンテナ設置等とする
など、25年度からの変更を機会に改善する考えはないか。
　周知方法の工夫や集積所まで、ごみ出しできない高齢者等への対策は考えているのか。

現在は粗大ごみを含めて４種５品の分別状況であり、25 年度からの細分化とごみの

減量化、資源化に向けて 23 年９月から半年間、市内６地区でモデル事業を実施し分

別体制・収集体制の整備検討を進めています。１人当りの数値は総

排出量で、およそ１日９１４ｇ、生ごみで４１０ｇ程度、年間処分

費７，５９９円、また 25年度分別による削減目標が３％となっています。

　高齢者のごみ出し対策は、地区ボランティアの皆様と、ごみ袋改

善は江戸崎衛生土木組合と協議していきます。

　ごみステーション設置はスペースが必要で、通行や運搬業務への

支障もあり協議が必要です。

松戸

市長

65
歳
以
上
の
介
護
サ

ポ
ー
タ
ー
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
を
、
介
護
保
険
料
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
充
て
る
こ

と
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

市
長
は
３
月
定
例
会
時
に
関
係

機
関
と
協
議
す
る
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

協
議
が
さ
れ
た
の
か
。
制
度
導

入
は
実
行
す
る
の
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
は

田
口
市
長 

早
急
に
検
討
作
業
に
入
る

４
月
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
54
団
体
、

８
０
０
人
以
上
の
登
録
が
あ
り

ま
す
。

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
導
入
に
当
た
っ
て
は

新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

対
象
事
業
や
活
動
、
受
入
れ
機

関
等
を
市
長
が
指
定
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
早
急
に
検
討
作

業
に
入
り
ま
す
。

松
戸

市
長
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質
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平
成
22
年
度
か
ら

の
入
札
制
度
改
正

に
よ
り
、
Ｄ
ラ
ン
ク
の
指

名
競
争
入
札
と
事
後
審
査

型
一
般
競
争
入
札
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
。
改
正
に

よ
り
透
明
性
・
公
平
性
を

追
求
し
た
斬
新
な
取
り
組

み
と
し
て
導
入
さ
れ
た

「
く
じ
に
よ
る
ラ
ン
ダ
ム

係
数
方
式
」
が
す
ぐ
に
廃

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

　

事
後
審
査
型
一
般
競
争

入
札
で
は
、
ほ
ぼ
最
低
制

限
価
格
の
落
札
が
年
間
件

数
の
半
数
に
も
及
ぶ
が
、

無
理
し
て
落
札
し
た
体
力

の
な
い
企
業
は
倒
産
に
向

か
う
こ
と
に
も
な
る
。
更

に
災
害
復
旧
工
事
等
で
の

不
参
加
に
よ
る
遅
れ
に
も

つ
な
が
り
、
入
札
参
加
資

篠
田

格
者
の
格
付
け
や
発
注
方

法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
請
負
の
根
本
と
な

る
専
任
技
術
者
の
兼
務

チ
ェ
ッ
ク
は
行
わ
れ
て
い

市
の
入
札
制
度
を
問
う

田
口
市
長 
ラ
ン
ダ
ム
係
数
は
廃
止

る
の
か
。平

成
22
年
度
か
ら

事
後
審
査
型
一
般

競
争
入
札
の
予
定
価
格
を

１
千
万
円
に
拡
大
し
、
ラ

ン
ダ
ム
係
数
を
試
行
導
入

し
ま
し
た
が
、
業
者
の
努

力
し
た
積
算
を
く
じ
で
決

定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
疑

問
が
あ
る
こ
と
か
ら
３
カ

月
で
廃
止
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事

に
限
っ
て
は
、
ラ
ン
ク
区

分
を
例
外
的
に
排
除
し
て

指
名
す
る
等
の
対
応
を
始

め
ま
し
た
。

県では、平成 20 年度から 250 万
円以上の全工事が電子入札制度と

なっている。県の電子入札システム共同
利用への加入自治体は、44市町村のうち
17カ所だが、受注者の IT 浸透は格段に進
み、県の土木工事参加業者は既に電子入札
に対応していることから導入を検討しては
どうか。
　電子入札を実施している自治体によると、
ペーパレス化や執行の効率化・迅速化、透
明性等のメリットがありデメリットはない
とのことだが、当市での導入計画について
伺いたい。

県では、参加市町村が経費を負担

し合う電子入札共同利用制度があ

り、単独導入より経費が少ない本制度の活

用が現実的と考えます。

　今後、電子入札制度をよく研究・検討し

て平成 24 年度を準備期間、25 年度には試

行的に導入していければと考えています。

また導入後は、全て電子入札に移行してい

くべきか併用の形態が良いかも含めて検討

したいと思います。

電子入札制度導入の計画は
総務部長  平成２５年度施行導入を考えたい

篠田 部長

　

土
木
工
事
で
２
５
０
０

万
円
以
上
、
建
築
工
事
で

５
０
０
０
万
円
以
上
の
工

事
は
専
任
技
術
者
設
置
が

原
則
で
あ
り
、
主
任
技
術

者
・
管
理
技
術
者
と
工
事

現
場
の
配
置
技
術
者
に
な

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ

に
基
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。

篠 田 純 一
議　員

市
長
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市
政
を
問
う

山 口 清 吉
議　員

航空騒音対策を望む
田口市長  成田空港会社等へ要望する

成田空港は年間発着 30万回を目指し、３月からの飛行コース・高度の変更や 10
月からのＡ・Ｂ両滑走路同時発着が開始された。これにより当市上空での旋回も

増え、市内でも法律に定める第１種区域内以上の騒音が観測される地点がある。変更につ
いて、成田空港株式会社から事前に協議申し出はあったのか。運用時間延長の動きには反
対を貫いてほしい。
　茨城県側では飛行コースの指導がなく、千葉県側同様に指導監督を強化すべきであり、
市として防音対策を講じるよう成田空港株式会社へ要求すべきではないか。また、河内町
は単独で戸別防音対策を行っているが、市の考えを聞きたい。

変更については、平成 23 年２月の稲敷地方航空騒音対策協

議会の中で簡単な見直しについて説明があり、飛行時間延

長については予定なしと回答を得ています。

　標準飛行コースの遵守については、対策協議会や県環境対策課へ

申し出を行い、成田空港株式会社に要望していきます。

　個人に対する騒音対策は第１種区域内のみが対象であり、当市は

区域外ですが、公共施設や病院等には助成が実施されている施設も

あります。戸別防音対策については、空港周辺対策交付金で実施さ

れているようなので、関係機関と協議に入る手配を考えています。

山口

市長

震
災
に
よ
る
市
内

の
家
屋
被
害
は
全

壊
１
３
０
棟
、
半
壊
４
１

３
棟
、
一
部
損
壊
３
２
８

１
棟
に
及
ん
で
い
る
。
県

内
で
も
、
損
壊
住
宅
修
繕

に
使
え
る
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
中
の
効
果

促
進
事
業
を
積
極
的
に
活

用
し
て
、
個
人
住
宅
修
繕

に
助
成
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。

　

22
年
度
末
に
１
０
０
億

円
の
基
金
を
持
つ
当
市
と

し
て
は
、
支
援
す
る
こ
と

の
決
断
が
市
長
の
仕
事
で

は
な
い
か
、
考
え
を
伺
い

た
い
。

震
災
住
宅
へ
交
付
金
活
用
を

田
口
市
長 

修
繕
費
助
成
制
度
創
設
へ社

会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用

し
た
助
成
制
度
の
創
設
は

可
能
と
の
見
解
を
県
か
ら

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市

で
は
本
事
業
を
活
用
し
、

公
的
賃
貸
住
宅
家
賃
低
廉

化
事
業
、
木
造
住
宅
耐
震

事
業
等
の
住
宅
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
部
損
壊
住
宅
へ
の
修

繕
費
助
成
制
度
創
設
は
、

被
災
者
の
た
め
の
有
効
な

施
策
と
考
え
、
創
設
に
向

け
て
諸
条
件
を
整
理
し
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

山
口

市
長

こ
の
ほ
か
放
射
線
対
策

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
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一
般
質
問

放
射
線
は
私
達
の

安
全
を
脅
か
し
続

け
て
い
る
。
市
民
が
望
む

の
は
、
放
射
線
量
の
数
値

は
現
在
ど
の
位
な
の
か
等
、

情
報
が
し
っ
か
り
と
伝
え

ら
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

特
に
放
射
線
の
測
定
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
央
だ

け
で
な
く
、
人
が
集
ま
る

場
所
や
小
さ
い
子
供
た
ち

が
遊
ぶ
遊
具
が
あ
る
場
所

を
測
定
し
な
い
で
安
心
安

全
が
確
保
で
き
る
の
か
。

　

設
置
さ
れ
た
放
射
線
対

策
室
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
副

市
長
に
は
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
、
ま
た
市
長
に

は
市
の
除
染
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
今
後
の
具
体

的
な
計
画
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

山
本

情
報
の
提
供
に
つ

い
て
は
、
放
射
線

対
策
室
で
一
元
化
さ
れ
た

様
々
な
情
報
を
、
広
報
紙

等
で
分
か
り
や
す
く
特
集

記
事
を
掲
載
す
る
方
法
等

や
、
市
内
12
カ
所
の
公
共

施
設
の
入
口
に
「
放
射
線

量
測
定
結
果
専
用
ボ
ー

ド
」
を
設
置
し
、
情
報
の

周
知
を
徹
底
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

除
染
計
画
に
つ
い
て
は
、

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特

措
法
に
基
づ
く
、
汚
染
状

況
重
点
調
査
地
域
指
定
の

申
請
を
県
へ
報
告
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
結
果
に
基

づ
き
調
査
区
域
に
決
定
と

な
れ
ば
除
染
計
画
書
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

放
射
線
対
策
の
計
画
は

専
門
家
を
招
い

て
、
い
ろ
い
ろ

な
知
識
を
得
た
上
で
、
今

後
の
除
染
方
法
等
の
選
択

な
ど
を
確
定
し
な
が
ら
現

在
進
め
て
お
り
、
早
急
な

除
染
実
施
の
実
現
に
向
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

下水道整備については、特に江戸
崎地区と新利根地区が遅れている

現状であり、市全体の人口からみた水洗化
率では、56％ほどにしかなっていない。
市民からも、いつ整備されるのか等の話を
聞くが、下水道計画の情報を市民へきちん
と提供しているのか伺いたい。

新たに整備を行う地区については、

市内の掲示板で整備箇所の告示を

行い、その後地区住民説明会により具体的

な年次的計画等を説明しています。

　また、工事実施前には各家庭への戸別訪

問を行い、工事内容や工事期間等について

詳細な説明を行っています。

　今後は、これまでの啓蒙活動を継続し、

分かりやすい説明やパンフレットの見直し

等、情報提供を積極的に始めたいと考えて

います。

下水道整備情報は伝えられているのか
田口市長  わかりやすい情報提供を行う

山本 市長

田
口
市
長 
早
急
な
除
染
実
施

市
長

山 本 彰 治
議　員

子どもたちの未来のために

副
市
長
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市
政
を
問
う

浅 野 信 行
議　員

地域ブランド化の取り組みは
田口市長  競争力強化をサポート

地域ブランドは、地域の特性を生かして付加価値につなげ、特徴のあるものや品
質の高いものを販売して消費者の支持を得ようとするもので、生産者等の競争力

強化や、地域の活性化につなげていこうとするものである。
　現在、稲敷市の農業は東日本大震災の影響で田んぼの液状化やパイプラインの崩壊、原
発事故による風評被害、後継者問題など様々な問題が山積みであるが、地域ブランド化に
よって問題の解決や地域活性化のきっかけになればと考える。
　市としての地域ブランド化の現状と今後の取り組みについて伺いたい。

現状では、ブランド米の「あずまミルキークィーン」が挙

げられ、野菜では江戸崎かぼちゃと浮島のレンコンが茨城

県銘柄産地の指定を受け、有名ブランドとして圧倒的な信頼を得ら

れています。加工品では、あげ餅が生産者のコンテスト開催等によ

り、注目されるようになってきました。

　今後の新たな取り組みとしては、地域ブランド化は長い時間をか

けて商品の提供者である生産者や生産団体が、消費者の信頼を獲得

していくプロセスを主体的に取り組むものであり、市としては競争

力強化等を進める観点からサポートしていきたいと考えています。

浅野

市長

あげ餅自慢コンテストや復興祭で行われたフードグランプ
リ等、これは地域ブランドの入口の一つであり、これで終

わってはもったいないと感じる。
　農業や農村に活力をもたらすためには、地域資源を活用した新し
いビジネスが求められていると思うが、国が行っている様々な支援
事業等に市職員を受講させるなど、生産者だけでなく市として市長
自身が取り組む考えはあるのか。

浅野

大いにやる気があります。

　担当課からもアドバイスをいただき、基礎をつくって前へ進んでいきたいと考

えています。国の支援事業については、もう少し研究させていただいて、チームいなしき

を活用しながら、地道にやっていこうと思っています。

市長
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一
般
質
問

少
子
高
齢
化
も
進

み
、
ま
た
成
人
者

た
ち
の
他
市
町
村
へ
の
流

出
も
多
く
な
る
等
、
人
口

減
少
問
題
は
市
と
し
て
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
一
段

と
深
刻
に
取
り
組
む
べ
き

問
題
で
あ
る
が
、
一
番
身

近
な
市
職
員
が
、
市
外
に

移
住
す
る
現
状
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
市

外
居
住
者
の
比
率
が
高
く

な
る
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト

を
市
役
所
の
立
場
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
人
口
減
少
に
対
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
の
拡
充
を
行
っ
て
き

た
が
、
今
後
さ
ら
に
市
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
事
業
は
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

黒
田

市
外
に
居
住
す
る

市
職
員
数
は
80
名

で
す
。

　

私
も
人
口
減
少
問
題
の

解
決
は
急
務
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
市
職
員
が

率
先
し
て
市
内
居
住
を
実

践
す
る
こ
と
も
、
市
民
の

期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
職
員
自
身
が
、
市
内
に

居
住
さ
れ
る
よ
う
な
環
境

整
備
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
央
道
の
開
通

を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

企
業
誘
致
に
よ
る
若
者
の

雇
用
の
確
保
や
、
職
員
の

意
識
改
革
に
よ
る
地
域
と

行
政
と
の
絆
の
再
生
等
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
暮
ら
し

や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

若
者
の
流
出
を
く
い
止
め
よ

思
っ
て
い
ま
す
。

稲敷市は情報の伝達が遅いと感じ
られ、特に議会には意図的に伝え

ないのかと思うほどである。9月定例議会
では、議長から市長に対して「説明責任及
び市長の発言に対する抗議文」が提出され
ている。
　具体的な例を挙げれば、市が寄付を受け
た浮島地区の「旧宮本邸」の返却手続きや、
根本小学校校庭の放射能除染対策等、市民
からの問い合わせやうわさで初めて知る状
況が多々おきた。
　稲敷市の明るい未来を望むのは二元代表
制である議会も同じである。市長の見解を
伺う。

二元代表制のあり方については、

それぞれが市民から選ばれた代表

であり、ともに重い責任を有する市政運営

の両輪であります。

　情報伝達については、継続した改善が必

要な面も多いと認識しており、説明責任を

十分に果たすことにより、議会や市民の皆

さんとの信頼関係を損なうことのないよう

正確な情報伝達と説明に努めたいと考えて

います。

情報伝達・説明責任をどうとらえているのか
田口市長  改善が必要と認識しています

黒田 市長

田
口
市
長 
ま
ず
は
職
員
の
意
識
改
革
に

市
長

黒 田　 正
議　員

今年の新成人
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◆100条委員会が調査を開始

　第3回（9月）定例会で設置された「入札情報漏えい問題調査特別委員会」では、桜川庁舎
清掃業務に係る指名競争入札で、契約審査会開催前に指名業者名が漏えいしたのではないかとの
疑義に関して、地方自治法第98条に基づき5回の委員会を開催して事実経過の確認、事務的作
業の流れ及び関係書類等についての検査を実施してきました。
　その結果、関係者等からの聞き取りにより、指名案の内の１社を変更した夕刻から翌朝までの
間に、その情報が外部へ漏洩した疑いがあり、再発防止に向けて一層の調査究明と市民の信頼に
応えるためには、関係者等の出頭・証言・記録の提出を求めることができる「地方自治法第100
条の調査権限」を、当該特別委員会に委任することが必要との委員総意に基づき、特別委員会委
員長から議長に対し「調査権等の委任申出書」が提出されました。
　最終日には、これらの経緯から入札情報漏えい問題調査特別委員会への地方自治法第100条
調査権委任に関する決議が発議として提出されました。賛否討論の上、賛成多数により可決され、
100条委員会としての調査を開始することとなり、議決後1月中までに3回の調査が行われました。

１．調査事項

　本議会は、地方自治法第１００条の規定により、桜川庁舎清掃業務委託に係る指名業者名漏え

い問題等に関する疑義について調査するものとする。

２．調査事項の付託

　　１に掲げる事項の調査は、入札情報漏えい問題調査特別委員会に付託して行う。

３．調査権限

　本議会は、１に掲げる事項の調査を行うため、地方自治法第９８条第 1項に基づく権限に加え、

下記の権限を入札情報漏えい問題調査特別委員会に委任するものとする。

　　⑴　地方自治法第１００条第 1項の規定により、選挙人その他の関係人の出頭及び証言並びに

記録の提出を請求する権限

４．調査期限

　議会閉会中も調査を行うことができるものとし、議会が調査終了を議決するまで継続して調査

することができる。

５．調査経費

　　本調査に関する経費は、６９万円以内とする。

入札情報漏えい問題調査特別委員会への
地方自治法第１００条調査権委任に関する決議

○100条委員会とは…
　議会の議決により普通地方公共団体の事務に関して、地方自治法第 100 条に規定される調

査権限を与えられた委員会。

　100 条調査権では、関係人から記録等の提出や証人としての出頭及び証言を求めることが

でき、正当な理由なく拒むことはできません。これらの拒否には罰則が定められており、虚

偽の陳述等が認められた場合とともに告発対象とされるなど、強い権限が与えられています。
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常常別別委委員員会会のの審査経過と結果特特常常任任・・常常

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

第
４
回
定
例
議
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案
３
件
に
関
す
る
主
な
審
査

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
81
号
の
平
成
23
年
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
で
は
、
審

査
を
行
っ
た
全
５
課
で
の
人
事
異
動

に
伴
う
課
内
人
員
構
成
に
よ
る
人
件

費
補
正
の
他
、
生
活
環
境
課
所
管
で

は
震
災
瓦
れ
き
の
破
砕
関
係
経
費
や
、

稲
敷
広
域
事
務
組
合
へ
の
新
河
分
署

及
び
化
学
消
防
車
整
備
の
当
市
負
担

金
等
の
歳
出
補
正
及
び
成
田
空
港
周

辺
対
策
交
付
金
の
歳
入
補
正
等
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
瓦
れ

き
処
分
方
法
等
へ
の
質
問
の
他
、
現

在
の
回
収
は
緊
急
的
な
仮
置
き
で
あ

り
周
辺
環
境
に
配
慮
す
べ
き
と
の
強

い
要
望
が
出
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
課
所
管
で
は
、
生
活
保

護
関
係
で
質
疑
が
あ
り
、
保
護
世
帯

数
の
状
況
や
無
料
低
額
宿
泊
所
設
置

に
関
す
る
県
へ
の
働
き
か
け
等
に
つ

い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
82
号　

平
成
23
年
度
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
課
よ
り

説
明
を
求
め
、
退
職
被
保
険
者
等
医

療
給
付
費
補
助
金
及
び
そ
の
過
年
度

分
精
算
や
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
現

年
度
確
定
分
、
繰
越
金
等
が
主
と
な

る
歳
入
補
正
。
歳
出
で
は
退
職
被
保

険
者
及
び
一
般
療
養
負
担
金
、
介
護

納
付
金
等
の
負
担
金
、
前
年
度
医
療

費
清
算
分
の
国
へ
の
返
還
金
等
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
85
号　

平
成
23
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
で
は
、
歳
入
で
前
年
度

繰
越
金
及
び
療
養
給
付
費
負
担
金
確

定
に
伴
う
返
還
金
。
歳
出
で
前
年
度

精
算
に
よ
る
一
般
会
計
繰
出
し
金
及

び
広
域
連
合
へ
の
償
還
金
増
額
補
正

等
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
案
件
と
も
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
を
決
定
し
ま

し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

大
湖　

金
四
郎　

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
２
件
並
び
に
請
願
１
件
に
つ

い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告

し
ま
す
。

　

議
案
第
80
号　

稲
敷
市
公
共
施
設

の
暴
力
団
等
排
除
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
の

利
用
を
制
限
す
る
公
共
施
設
に
、
新

た
に
「
え
ど
さ
き
笑
遊
館
」
を
加
え
、

ま
た
、
警
察
署
と
の
連
携
に
関
す
る

条
文
を
追
加
す
る
も
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
笑
遊
館
も
市
の
公
共
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
81
号　

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
の
う
ち
、
総
務

課
で
は
、
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
暴
力
団
等
排
除
条
例
に
関
し

て
、
事
業
所
に
対
す
る
警
察
署
等
の

講
習
会
の
有
無
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
法
人
関
係
で
は
定
期
的
に
暴
力

団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
市
独
自
で
の
講

習
会
は
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
商
工

会
や
個
人
事
業
主
等
か
ら
講
習
会
等

の
要
望
が
あ
る
場
合
に
は
対
応
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
学
校
教
育
課
で
は
、
稲

敷
市
文
化
祭
に
お
い
て
商
工
会
青
年

部
が
開
催
し
た
市
内
４
つ
の
小
学
校

の
５
・
６
年
生
が
参
加
し
た
「
キ
ッ

ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
よ
る
販
売
売
上

金
の
一
部
が
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
補
正
に
つ
い
て
、
ま
た
生
涯
学
習

課
で
は
、
君
賀
小
学
校
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
開
級
に
伴
う
備
品
購
入
の

補
正
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
７
号　

教
育
予
算
の
拡
充

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
委
員

か
ら
、
30
人
以
下
の
少
人
数
学
級
が

請
願
趣
旨
で
あ
る
た
め
賛
成
で
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害

の
復
旧
復
興
が
国
の
最
大
課
題
で
あ

り
、
国
庫
予
算
は
被
災
地
域
の
復
興

や
教
育
、
学
校
の
立
て
直
し
等
に
教

育
予
算
を
投
資
す
べ
き
で
あ
る
等
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
審
査
の
結

果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
、
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
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常常別別委委員員会会のの審査経過と結果特特常常任任・・常常

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

篠
崎　

力
夫　

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
に
つ
い
て
、
主
な
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
81
号　

平
成
23
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
う
ち
、

農
政
課
で
は
、
環
境
保
全
型
農
業
推

進
事
業
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
当

初
見
込
ん
だ
交
付
対
象
面
積
に
対
し
、

実
績
見
込
み
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

る
増
加
面
積
９
・
76 

ha
分
の
増
額

補
正
を
計
上
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
道
路
維
持
課
で
は
、

補
修
事
業
費
２
９
０
０
万
円
の
増
額

補
正
は
、
震
災
に
よ
る
復
旧
工
事
分

と
は
別
な
、
通
常
の
道
路
補
修
に
対

し
て
今
後
支
出
が
見
込
ま
れ
る
た
め

補
正
計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
第
84
号　

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
で
は
、

い
ま
県
が
進
め
て
い
る
沼
田
地
区
工

業
団
地
へ
の
下
水
道
工
事
全
体
の
事

業
費
と
し
て
、
茨
城
県
内
の
最
終
的

な
調
整
に
よ
り
４
千
万
円
の
事
業
費

が
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
地
方
債

の
限
度
額
を
変
更
し
て
増
額
補
正
を

計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
86
号　

水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
、
国
の
災

害
査
定
に
よ
る
国
庫
補
助
対
象
事
業

の
限
度
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
う

増
額
補
正
が
計
上
さ
れ
た
と
説
明
が

あ
り
、
ま
た
水
道
災
害
復
旧
事
業
の

進
捗
状
況
と
し
て
、
11
工
区
が
査
定

を
受
け
補
助
対
象
事
業
限
度
額
が
総

額
２
億
１
８
４
３
万
１
５
０
０
円
で
、

査
定
率
は
98
・
８
％
と
な
っ
た
。
工

事
発
注
に
お
い
て
は
早
急
な
対
応
を

目
指
し
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
災
害
復
旧
工
事
11
工
区

の
工
事
総
額
は
、
概
算
で
３
億
２
８

０
６
万
２
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
採
決
の
結
果
、
79
号
、

87
号
、
88
号
を
含
め
付
託
さ
れ
た
す

べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　市議会は、傍聴できます。

　この１２月議会では、期間中、のべ２７人

の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所東庁

舎の２階で当日に受付けています。

　また、当初から、庁舎１階ロビーにある

テレビで議会中継を傍聴される方もおりま

した。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

2 28 日火となります。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事

務局までお問い合わせ下さい。
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発
行
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稲
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市
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編
集
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会
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編
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０
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稲
敷
市
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９
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編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

根　

本　
　
　

保

副
委
員
長　
　

松　

戸　

千　

秋

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

篠　

崎　

力　

夫

委　
　

員　
　

大　

湖　

金
四
郎

委　
　

員　
　

岡　

沢　

亮　

一

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
、

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
問
題
、
風

評
被
害
な
ど
、
稲
敷
市
に
お
い
て
も

多
大
な
傷
跡
を
残
し
た
。

　

年
が
改
ま
っ
た
と
い
っ
て
こ
れ
か

ら
の
課
題
が
す
ぐ
に
好
転
・
解
決
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
と
思
う
。

新
渡
戸
稲
造
氏
は
「
新
年
を
迎
ふ
る

に
新
た
な
る
勇
気
と
決
心
を
以
て
す

べ
し
」
と
い
わ
れ
た
。
私
た
ち
議
員

は
身
を
引
き
締
め
て
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
決
意
に
も
似
た
新
た
な
思
い
で

接
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

昨
年
、
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭

典
「
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
優
勝

し
た
「
ひ
る
ぜ
ん
焼
き
そ
ば
好
い
と

ん
会
」
の
石
賀
会
長
は
、
あ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
こ
う
言
わ
れ
た
。「
誇

り
を
持
て
る
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り

た
い
。
ど
ん
な
地
域
に
も
宝
石
の
よ

う
な
資
源
が
あ
る
。」

　

今
年
は
、
宝
石
の
よ
う
な
資
源
を

発
掘
し
、「
誇
り
を
持
て
る
元
気
な

稲
敷
市
」
に
。
そ
し
て
、
市
民
の
期

待
に
こ
た
え
ら
れ
る
一
年
に
し
た
い
。

 

（
浅
野　

記
）

◆初の議会報告会を開催

　稲敷市議会として初めての開催となる「議会報告会」が平成 23 年 10 月 29 日（土）に、

市役所江戸崎庁舎の会議室において開催されました。

　議員 20 名（２名欠席）の出席のもと、まず議長から報告会開催の趣旨説明に続いて、地

方議会の役割、稲敷市議会の構成・運営の状況、議会改革への取り組み等に関する概要につ

いて説明がありました。

　その後、３つの常任委員会について、各委員長から委員会の構成、所管する市の組織部局（部・

課等）、年間付託議案の処理状況や主な審査案件の経過と結果等について、順次説明が行われ

ました。

　市民等の参加者は 10 名であり、市民の皆さまに対して議会を身近に感じていただき、議

会の活動を知っていただくという目的での開催であることを考えると、一層の周知や取り組

みが必要であると感じました。

　参加者の皆さまからは、議会に対する質問として、決算審査特別委員会の構成や決算審査

結果と本会議での決算に関する異なった結論（本会議で否決）の経過の他、入札情報漏えい

問題の調査状況等に関する事項等について質問がありました。

　また、市政運営に関する要望として、歳入未済額や不納欠損対策、新庁舎建設、旧江戸崎

西高校跡地の有効利用、市役所の休日開庁、指名競争入札の公平性確保等に関しての要望・

意見が寄せられました。

　市政要望等については、執行者である市長あて通知をもって伝達を致しました。

　今後も議員一同、市民の皆さまに議会への関心をお持ちいただけるように努めていきたい

と考えております。


